















































































国のこと 伊豆 相模、上総、下総、信濃、越後、武蔵、駿河、豊後の九ヵ国が鎌倉期の関東知行国であった。つまり、伊豆、相模など 頼朝旗揚げ以後源家と深い関係にあった国々、木曽義仲のかつての勢力範囲が知行 とされていることがわかる。　
この多くの未済荘園の領主で注目されるのは、八条院領、院御領、上西門院領、殿下御領、高松院領、二位
大納言家領など院、女院、摂関家、公家の所領 圧倒的に多く、三井寺や御室などの大寺とその末寺が散見されることである。もとも 公家政権方 荘園であったものが 関東知行国となった いう歴史に基づいてであろう、成立期の頼朝政権への年貢の貢納は はかばかしくは進まなかった事情が見えてくる。　
そのうちの塩田荘でも、貢租は他の女院領や寺領と同じく鎌倉殿の元へは納められていないが、明確に「最































て後白河上皇と滋子が暮らす御所「法住寺殿」の南に付属して建設された。法住寺 もと藤原為光が九八八年に創建した寺で、その後焼亡したり再建され 歴史をもっていた。院政期のこ ころは後白河上皇 院御所として、院政の拠点となっていた建物である。 の内部は、現在の七条通りの東山に接した部分 思われる「七条末上御所」や、南殿 御所の他、東小御堂 不動堂などがあり、東南の山手には九間三面の千手観音
最勝光院とその所領備中国新見荘の領有権の変遷
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嶋末荘、志比荘」を挙げてい 。 『吉記』の著者吉田経房は院政期の実務官僚である。蔵人・弁官・検非違使を勤める傍ら、院・女院にも仕え、建春門院判官代、後白河院別当、高倉院別当を務めた のち源頼朝にも近づくという院政期を生きた官僚中の典型的な人物であるが、その性格は貞潔で廉直であったと言われ いる。吉田経房が建春門院判官代であったことは 彼が建春門院や彼女が建立した最勝光 について 確かな知識を獲得していた 考えて良い。　
その『吉記』のこの日の条には「奏最勝光院御荘々事」とあるので、最勝光院領荘園について奏上したこと












除服の式典が終わった後は、後片付けまで行わねばならなかったため、その行事の執行で頭はいっぱいであった様子が「吉記」の記載内容から伺える。そのため、女院 出席する除服の執行以前にあった最勝光院領諸荘園についての記載は、 「いとまがなく全てを記すことができない」と走り書きをしたも と解釈す 。　
最勝光院の建立時には多くの財が必要であっただろう。一旦建ってしまえば維持管理 荘園からの貢納物は




































（ 「島田文書」 ・ 『鎌倉遺文』三二七四号）
とあるので、後白河院の娘で高階栄
子を母とする宣陽門院 所領となったが、女院 一二五二年に亡くなった めであろう、文永七年
（一二七〇）
以前に再び最勝光院領にもどっていること 「目録」 記載でわかる。目録 松浦荘の部分 は、 「文永七年以来事を蒙古人に寄せ、全分所済なし 但し弘安三年十五寬文之 済す」などとあるからである。　
つまり、松浦荘は建春門院に寄進されたが、その死後御願寺最勝光院に寄進しなおされ、生存中の後白河院
（ 10 ） 271








































神社仏事の用途が闕退し、権門勢家の所領も進止 叶わなくなった で、 「備前・備中」二ヵ国を武士に与える代わりに、諸国に懸けていた「三升米」の濫責を停止したこ が記されている。し がって諸荘園は承久の兵乱で武士からの押妨を受 たこと、中でも備中国は鎌倉幕府方に与えられた知行国となっていたこと しかし新見荘は最勝光院領として認識されている荘園 あったことがわかる。文治二年
（一一八六）
に相模・武蔵・






（ 12 ） 269
と時房から備中国守護所に宛てて出された文書である。その内容は、右の宣司と「関東御下知状」に任せて、兵糧米の責めと守護所が自由下知を以て恣に地頭を補し、領家 使を用いず、 「最勝光院領備中国新見荘」を押領することを停止すべし、というものであった。そしてこの施行状に添えられたのが十月の宣司であった。十月の宣司を受けて、 「所々での狼藉を停止すべし」との関東下知状も出されたとある。両文書に任せて幕府は濫妨停止と「前下司康仲同子息頼仲」等の身を召し進むべきことも先に下知したとあるので、幕府は備中国内での武士の濫妨を停止させようとしていたことがわかる。また新見荘には承久の乱時、下司として康仲・頼仲がいたこともわかる。そしてなによりも重要なのは、承久の乱後も は最勝光院領であったことが、これら二通の文書によって証明されるこ である。　
新見荘の下司を称する康仲・子息頼仲は、新見荘を押領する行為を続けていた武士であることが判明する。













々」 中に含まれていたと考える。もしそ でなけ ば松浦荘 うに建春門院によって寄進され、女院 死
最勝光院とその所領備中国新見荘の領有権の変遷
（ 13 ）268
後御願寺最勝光院に寄進されなおしたという歴史を持つ荘園だったのであろう。そして鎌倉幕府と後鳥羽上皇方の合戦となった承久の変でもその領有関係は揺るがず、変の直後、京方の公家や寺社の所領が によって没収されるという情勢の中でも、幕府は新見荘は最勝光院領であることを確認し、むしろ武士の違乱を禁じたのであった。特に武士の荘園侵略が激しく、 での下司の濫妨を初め して、備前・備中は関東の知行国とされざるをえないほど武士の侵略は激しかったにもかかわらず、新見荘を寺領荘園と て再確認していることは見逃せない。後白河法皇は一一九二年に亡くなっており、孫の後鳥羽上皇は承久の変で敗北したにもかかわらず、院や女院の荘園所有、彼ら 御願寺の領有権を鎌倉武家政権は否定することはできなかった事情が見えてくる。幕府は承久 変の勝利によって、新補地頭設置の権限は獲得したが 領有権 奪い取ることはできなかったのである。　
先述の肥前国松浦荘の場合はどうであったのだろうか。松浦荘も建春門院の死後最勝光院領として寄進され














































































































































































高階栄子との間に生まれたのが宣陽門院である。後白河上皇 娘である宣陽門院は、東寺 対し、備前国鳥取荘の年貢や大和国平野殿荘などを寄進したこ は前述した。そして父後白河院 死の直前、膨大な長講堂領を譲られる。この長講堂領は鎌倉後期後深草院に伝領され、 伏見天 や光厳天皇など、持明院統の財産として引き継が こ については に詳しく述べる。　
後深草天皇の同母弟が亀山天皇であり、その子が後宇多天皇、孫が後醍醐天皇である。こちらの系統は大覚






























































の最勝光院は一二二六年の焼亡と翌年の再建のあと、一三二六には最勝光院の建物は再びなくなっていた。建物のあとは基礎のみが残っていたこ が、 「最勝光院領荘園目録」 見えることは前述した。最勝光院敷地跡は「柳原」 呼ばれた。同じ文書に「公文」大江氏が登場するので、寺院 なくなったが、寺院組織は残いたと推測した。そのため建春門院と高倉天皇の追善供養を続け 職務を担う執務職が、東寺に寄付されたのであろう。そして最勝光院がかつて姿を見せていた土地 柳原」は東寺に寄進され、新見荘 共に末永く東寺内の最勝光院方の管轄地となっ のである。　
現在京都市東山区に「一橋野本町、一橋宮ノ内町」がある。京都駅の東で、鴨川を東へ渡る鉄橋の東の地域



























たのか、これらの変化の推進力となったものは何か、について検討してきた。新見荘の本家職や地頭職が東寺に寄進されたのは、院宣や綸旨によってであり 最勝光院の創建やその所領の確保・継承も女院や院の力に依っていることがわかった。改めて御願寺の創建と継承、追善供養を継承するため 料所の設置と維持に、院宣・綸旨の威力が時代の流 を越えて継承されてい ことが知られた。　
新見荘が東寺の一円領となる前には、鎌倉期に盛んに武士の下地侵略があり、その結果文永期に下地中分が






頭職を院宣と綸旨によって安堵され、そ 上に領家職を小槻氏から獲得した に基づく。新見荘 鎌倉後期まで最勝光 領だったからである。東寺の一円領主として 立場を確立させた最も重要な契機は院や女院の院宣、天皇の綸旨であったから、東寺は院宣・綸旨 それに附随して出された室町将軍家の施行状などを重書と





















































で東寺との関係をより強める。それは、行遍の師 女院の異母兄仁和寺御室道法法親王であったためでもある。女院はまた先述のように、父から膨大な長講堂領を相続した で、そこからの収入で暮らし、近衛家実の娘長子を養女として後堀河天皇 入内させている。この人がのち中宮になった鷹司院である。寛元四年
（一二四六）













































『吉記』 （ 『新訂吉記本文編』一、和泉書店、二〇〇二年） 。
（
（）	




















































（ 26 ） 255













































































































『吾妻鏡』 （前掲） 建久六年三月 六日、四月二十一日条。
（
（（）	
『吾妻鏡』 （前掲） 承元二年閏四月二 五 条。
（
（（）	
『百合マ』 、 『鎌倉遺文』七八七 号。
（
（（）	
注 （
（（） 書。
（
（（）	
『鎌倉遺文』一六八四二、一九七三二号など。
